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１．研究計画の概要

目的はGrassmann多様体上の一般超幾何関数

(HGF)の理論と，monodromy 保存変形によって

得られる一般Schlesinger 系(GSS)の理論を

Twistor理論の立場から統一して扱うことの

できる枠組みの整備すること．課題は

(1) 積分表示に付随するTwisted de Rham 理
論の整備．

① homology 群とcohomology 群の決定

② 付随するGauss-Manin 接続の計算

(2) HGFの大域的挙動．
(3) GSSのレベルでのPenrose変換の構築．
Twistor理論において，時空である

Grassmann多様体 G2,NとそのTwistor空間

である射影空間PN-1の間にKlein対応があ

り，その上部構造の対応がPenrose変換で，

G2,N上の一般化された反自己双対方程式

(GASDYM)の解と，P^N上のベクトル束で

Twistor line上で自明なものの対応を与

える．これをGASDYMの特殊解であるGSSの

レベルで与える．

(4) GSS の隣接関係および対称性と解空間の
構造

２．研究の進捗状況

(1)の課題について．積分で与えられる関数の

定義域はGrassmann多様体Gr+1,Nであるが，その

中でVeronese点と呼ばれる特別な点を定義し

，その点においてcohomology群がG2,N上の超幾

何積分に対応するcohomology群の外積として

得られることを示し，HGFを統御する微分方程

式がholonomic系であることを用いて，定義域

の一般の点におけるコホモロジー群の次元と

purityを示した．しかしde Rham理論の基礎的

な部分は未整備．

(2)の解明はまだ実験段階である．

(3)の課題について．GSSはGASDYMのなかで，N

の分割λで指定されるPGL(N)のある極大可換

部分群のG2,Nへの作用によって不変なものと

して記述できる．確定あるいは不確定特異点

を持つリーマン球面上の線形微分方程式のモ

ノドロミー保存変形によって得られる非線形

可積分系は，このGASDYMの特別な解がTwistor

空間上のどのようなベクトル束と対応するか

というWard対応を明確にするという問題を考

えた．この対応をNの分割が(2,1,…,1)の場合

に確立した．一般の場合には，すべての分割

に対応するGSSがFrobeniusの意味で完全積分

可能なら対応するベクトル束を構成できるこ

とが分かった．

(4)の課題について．特殊関数の問題としては

，一般Schlesinger系がどのような特殊解をも

つかということが興味深い． Grassmann多様

体G2,N上の分割λに対応する一般超幾何関数

を種として，同じ分割に対応する一般
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Schlesinger系のN-1個のパラメータを含む特

殊解の系列がWard-AnsatzというGASDYMの特

殊解の構成法を用いて作ることができること

を示した.これは2008年にOxford大学の

Woodhouseが東京における講演においてその

可能性を述べていたことを具体的に実行した

ものである．この解の構成のために，一般

Schlesinger系を与えるモノドロミー保存変

形を，GASDYMを与える線形問題の群作用によ

る簡約化として具体的に与えた．さらにlevel

k の解をlevel k+1の解に移す変換やlevel

k-1に移す変換を与えた．このパラメータをシ

フトさせる変換が隣接関係と関係があると思

われるが，詳細は不明である．

３．現在までの達成度
研究目的の達成状況はやや遅れているとい
う段階にある。それは，計画としてやや欲張
った計画を立てたということがある．また，
計算機による実験を考えていたが，そのため
のスキルの獲得に時間を要していることも
原因の一つである． また，得られている結
果を論文として発表することが遅れている．

４．今後の研究の推進方策
現在までに得られている結果を論文として
まとめて発表することが遅れている．この点
を推進したい．また，HGF については
homologyの理論とde Rham理論を進展させ
るべく集中的に研究したい．GSSに関しては
合流操作によって GSS の可積分性が保たれ
るかを検証したい．

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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